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平成２２年度 京都府教育委員会事務局職員（文化財保護技師）
採 用 選 考 試 験 実 施 要 項

平成２３年１月１８日
京都府人事委員会
京都府教育委員会

京都府教育委員会事務局職員（文化財保護技師）採用選考試験を次のとおり行います。

１ 試験区分・採用予定人員・勤務先・受験資格等

試 験 区 分
（Ａ）文化財保護技師 （Ｂ）文化財保護技師

（ 建 造 物 ） （歴史・美術工芸品等）

採用予定人員 １ 名 １ 名

勤 務 先 京都府教育庁指導部文化財保護課 京都府教育庁指導部文化財保護課又

等 は府立郷土資料館等

職 務 内 容 府内における文化財（建造物）の 府内における文化財（歴史・美術工

調査、保存等 芸品等）の調査、保存等

昭和４５年４月２日以降に生ま 昭和４５年４月２日以降に生まれた

れ、学校教育法に基づく大学（大学 方で、次のいずれにも該当する方

受 験 資 格 院を含み、短期大学を除く。）にお ①学校教育法に基づく大学（大学院を

いて、建築史又はこれに相当する科 含み、短期大学を除く。）において、

目を履修し、建築学、住居学その他 歴史学、美術史学その他これらに類

これらに類する学科等の課程を卒業 する学科等の課程を卒業（修了）

（修了）した方若しくは平成２３年 した方若しくは平成２３年３月末ま

３月末までに卒業（修了）する見込 でに卒業（修了）する見込みの方又

みの方又はこれらと同等以上の学力 はこれらと同等以上の学力を有する

を有する方 方

②博物館法に規定する学芸員となる資

格を有する方（平成２３年３月末ま

でに取得見込みの方を含む。）

※ ただし、地方公務員法第１６条各号のいずれかに該当する方は、受験できません。

※ 日本国籍を有しない方も受験できます。

※ 前記の資格を取得見込みでこの試験に合格した方が平成２３年３月末までに取得できなかっ

た場合は、採用されません。

２ 採用予定日
平成２３年４月１日
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３ 選考試験
次の方法により行います。

(1) 日時・場所及び合格発表

試験 試 験 日 時 試験方法 試 験 場 合 格 発 表

第 平成２３年２月１３日（日） 教養試験 ルビノ京都 ２月２２日(火)

一 専門試験 堀川（みやこ） 合格者に通知します。

次 午前９時３０分から 論文試験 （案内図 5 頁参照）

適性検査

第 （Ａ）文化財保護技師（建造物） 口述試験 別途第一次 ３月上旬頃

二 平成２３年３月１日（火） 試験合格者 最終合格者に通知します。

次 に通知しま

す。
（Ｂ）文化財保護技師（歴史・美

術工芸品等）

平成２３年３月２日（水）

（詳細は、別途第一次試験合格者

に通知します。）

(2) 試験方法

試験 方 法 内 容

教 養 試 験 公務員として必要な一般的知識及び知能について、筆記試験を行います。

第
文化財保護技師に必要な専門知識、能力、技術等について、筆記試験を

専 門 試 験
行います。

一
論 文 試 験

文章による表現力、課題に対する理解力等について、筆記試験を行いま

次
す。

適 性 検 査 職務の遂行に必要な適性について検査します。（判定は第二次試験で行

います。）

第

二 口 述 試 験 主として、人物・能力について、個別面接による口述試験を行います。

次

＜出題分野＞

教 養 試 験
社会科学、人文科学、自然科学、文章理解、判断推理、数的推

理、資料解釈

専 （Ａ）文化財保護技師
建築学、住居学、文化財学等

門 （建造物）

試 （Ｂ）文化財保護技師
歴史学、美術史、文化財学等

験 （歴史・美術工芸品等）
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４ 給 与
初任給は、京都市内で勤務する場合、大卒者が約 194,800 円、修士課程修了者が約 207,400 円で

す。（平成 23 年４月見込額で税込みの月額）職歴がある場合などは、一定の基準により加算されま

す。

そのほか、扶養手当、住居手当、通勤手当、期末・勤勉手当（いわゆるボーナス）等が要件に応

じて支給されます。

５ 応募手続及び申込受付期間

申込書 京都府教育庁指導部文化財保護課企画調整担当

請求先 ［電話 京都府庁内（０７５）４１４－５８９６］

［所在地］〒 602-8570
京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町

（京都府庁３号館２階）

まで直接取りにこられるか、もしくは郵送で請求する場合は、封筒の表に「選考

試験申込用紙請求」と朱書きして、８０円切手をはったあて先明記の返信用封筒（定

形長形３号－ 12 × 23.5 ㎝程度）を同封してください。

申込書に必要事項を記入し、本人の写真（申込書の注意を厳守のこと）をはり、

申込方法 次の書類各１部を添えて提出してください。

（④、⑤については、経歴のある場合、任意の用紙によりできるだけパソコン等で

印字して提出してください。）

申込書を郵送する場合は、封筒の表に「選考試験受験（文化財保護技師）」と朱

書きして、必ず簡易書留郵便にしてください。

なお、申込書等は一切返却いたしません。

①最終学校卒業(見込)証明書

大学院修了(見込)の場合は、大学の卒業証明書及び大学院の修了(見込)証明

書を添付してください。

②最終学校成績証明書（全学年記入のもの）

大学院修了(見込)の場合は、大学及び大学院の成績証明書を添付してくださ

い。

③学芸員資格証明書（写）

（（Ｂ）文化財保護技師（歴史・美術工芸品等）に申し込む方で、既に資格

を有する方のみ）

④執筆歴（論文、報告書、図録等）

⑤文化財の展示・公開歴

（（Ｂ）文化財保護技師（歴史・美術工芸品等）に申し込む方のみ）

申込先 京都府教育庁指導部文化財保護課企画調整担当

〒 602-8570（京都府庁専用郵便番号、住所の記入は不要です）

受付期間 平成２３年１月１８日（火）～平成２３年２月２日（水）

午前９時～午後５時

（土曜日及び日曜日を除く。）

郵送の場合は、締切日（２月２日）までに到着したものに限り受け付けます。
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６ 応募についての注意事項
応募書類に不備がある場合を除き特に連絡しませんので、試験当日は、次のものを携行し、受付

時間内に試験場に集合してください。
・筆記用具（鉛筆（ＨＢ数本）、消しゴム及びペン又はボールペン）
・時計（各試験中は、携帯電話を時計代わりに使用することができません。）
・第一次試験にあっては、昼食

なお、駐車場は確保していませんので、車の乗入れは御遠慮ください。

７ 選考試験の日程
《第一次試験》 平成２３年２月１３日（日）

試 験 等 時 間

受 付 ９：１０～ ９：３０

教 養 試 験 ９：４５～１１：４５

休 憩 １１：４５～１２：３５

専 門 試 験 １２：４５～１３：４５

論 文 試 験 １３：５５～１４：４５

適 性 検 査 １４：５５～１５：４５

《第二次試験》 平成２３年３月１日（火） （Ａ）文化財保護技師（建造物）
平成２３年３月２日（水） （Ｂ）文化財保護技師（歴史・美術工芸品等）

８ 応募についての問合せ先
京都府教育庁指導部文化財保護課企画調整担当

［電話 京都府庁内（０７５）４１４－５８９６］
［所在地］〒 602-8570

京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町

○選考試験結果の開示について
この選考試験結果の開示については、京都府個人情報保護条例第１８条第１項の規定により、

下記の期間に限り口頭で開示を請求することができます。
なお、電話、はがき等による請求では開示できませんので、受験者本人が、本人であることを証

明する書類（学生証、運転免許証等）を持参の上、直接京都府教育庁管理部総務企画課職員総務担
当（京都府庁３号館３階）に請求してください。

試 験 開 示 請 求 で き る 人 開 示 内 容 開 示 期 間 等

第一次試験 第一次試験の不合格者 総合ランク
それぞれの合格発表の日から起算し

て１箇月間
日曜日、土曜日及び祝日を除く、午

第二次試験 第二次試験の受験者全員 総合ランク
前８時３０分(開示期間の初日は午後４
時)から午後５時１５分まで
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第一次試験場案内図

試験場 ルビノ京都堀川（２階・みやこ）

交通機関

○地下鉄 京都駅より烏丸線「丸太町」下車

徒歩約 15 分

二条駅より東西線「烏丸御池」→烏丸線「丸太町」下車

○市バス 京都駅より９号、50 号系統「堀川下長者町」下車

京阪三条駅より 12 号系統「堀川下長者町」下車 徒歩すぐ

二条城前・四条堀川より９号、12 号、50 号系統「堀川下長者町」下車

駐車場は確保していませんので、車の乗り入れは御遠慮ください。
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